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石
狩
市
内
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
出
土

品
が
、市
外
の
博
物
館
や
展
示
施
設
の
企

画
展
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
近
く
に
並
べ
て
見
る
こ
と
が
な
い

市
外
の
出
土
品
と
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
こ

と
で
、数
千
年
前
の
石
狩
と
近
隣
地
域
と

の
関
わ
り
、周
辺
地
域
か
ら
の
文
化
的
な

影
響
、遠
方
か
ら
の
モ
ノ
の
動
き
な
ど
、新

た
な
発
見
や
解
明
の
手
が
か
り
に
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
。

　

２
０
２
３
年
に
開
催
さ
れ
た
国
立
ア
イ

ヌ
民
族
博
物
館
の
特
別
展「
考
古
学
と

歴
史
学
か
ら
み
る
ア
イ
ヌ
史
展
」で
は
、紅

葉
山
３３
号
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
続
縄
文

文
化
前
半
期
の「
漆
塗
り
弓
」（
約
２
千

年
前
）が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
弓
に

は
、朱
色
に
塗
ら
れ
た
表
面
に
２
対
１
組

を
基
本
に
し
た
渦
巻
文
様
が
描
か
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す（
写
真
１
）。し
か
し
、市

内
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
出
土
品
の
中
に

同
様
の
文
様
を
入
れ
た
も
の
が
確
認
さ

れ
ず
、ほ
か
の
地
域
の
出
土
品
に
類
例
が

な
い
か
探
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

折
、特
別
展
の
同
じ
フ
ロ
ア
に
展
示
さ
れ
て

い
た
伊
達
市
有
珠
モ
シ
リ
遺
跡
の
骨
角
製

銛
頭（
続
縄
文
文
化
前
半
期
）に
渦
巻
文

を
左
右
に
並
べ
て
Ｖ
状
の
文
様
を
組
み
合

わ
せ
た
線
刻
が
あ
り（
写
真
２
・
左
）、紅

葉
山
３３
号
遺
跡
の
漆
塗
り
弓
の
文
様
に

類
似
し
た
構
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。双
方
の
出
土
品
と
文
様
に
関
係
が

あ
る
か
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、銛

と
弓
は
、本
来
、獲
物
を
捕
ら
え
る
道
具

と
し
て
共
通
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、関
連

す
る
意
味
合
い
を
持
つ
装
飾
を
入
れ
た

可
能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、こ
れ
ま
で
に
市
内
の
遺
跡
か

ら
見
つ
か
っ
た
出
土
品
が
、市
外
で
展
示
さ

れ
る
た
め
出
張
中
で
す
。一
つ
は
、北
海
道

立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展
に
、志

美
４
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
文
化
晩

期
の
ネ
ッ
ク
レ
ス（
写
真
３
）な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
す
。も
う
一
つ
は
、苫
小
牧
市
美
術

博
物
館
企
画
展
に
、紅
葉
山
４９
号
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
縄
文
文
化
中
期
の
木
製

品（
写
真
４
）が
展
示
さ
れ
ま
す
。ほ
か
の

地
域
の
出
土
品
と
と
も
に
、い
つ
も
と
違
っ

た
視
点
か
ら
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。   

　

  

（
荒
山
千
恵
）

専門分野は考古学。
遺跡の調査をはじめ、
出土した木の道具、
音の考古学などの研
究を行う。

荒山千恵
  Chie Arayama

学芸員

写真1 紅葉山33号遺跡  渦巻文を描いた漆塗り弓（部分撮影)
　　　 続縄文文化（撮影：国立アイヌ民族博物館）

写真4 紅葉山49号遺跡　木製容器　縄文文化中期
※写真４は実物撮影、同資料の複製品などが展示される予定

写真3 志美４遺跡　
　　　石製の小玉（ネックレス）
　　　縄文文化晩期

写真2 有珠モシリ遺跡
　　　渦巻文を入れた銛頭
　　　続縄文文化
　　　（画像提供：伊達市教育委員会）

い
し
か
り
博 

物 

誌
も
り
が
し
ら

出
張
す
る「
文
化
財
」

―
ほ
か
の
地
域
で
展
示
さ
れ
る
市
内
の
出
土
品
―

◆企画展「縄文S・F(すこし・ふしぎ)」
期間 １１（土）～８/３０（日） 
      ※月曜休館、ただし２０（月・祝）は開館、翌日休館
場所 苫小牧市美術博物館（苫小牧市末広町3・9・7）

◆企画展「北海道・北東北の縄文遺跡群展5
　　 縄文遺跡群とみんなのお墓」

展示情報 ※詳細は開催施設HP参照

期間 11（土）～9/27（日） ※月曜休館、臨時休館はHP参照
場所 北海道立埋蔵文化財センター（江別市西野幌685・1）
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不
正
薬
物―

―

そ
れ
は
強
い
中
毒
性
で
心

身
の
健
康
を
破
壊
し
、人
生
を
破
滅
に
追
い
や

る
恐
ろ
し
い
存
在
で
す
。不
正
薬
物
密
輸
事

件
の
令
和
６
年
に
お
け
る
摘
発
件
数
は
全
国

で
１
０
２
０
件
に
上
り
、近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

を
背
景
に
10
代
の
検
挙
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。こ
の
脅
威
への
関
心
を
高
め
よ
う
と
、

花
川
南
中
学
校
で
全
校
生
徒
を
対
象
と
し
た

「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
函
館
税
関
の
職
員
で

す
。グ
ロ
ー
バ
ル
に
モ
ノ
が
行
き
交
う
港
や
空

港
で
、不
正
薬
物
の
侵
入
を
防
ぐ
最
前
線
に

立
ち
、安
全・安
心
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

麻薬探知犬
ソーン号
（7歳）

◀麻薬探知犬について説明する
佐々木健介監視官。

▲花川南中学校で全校生徒を対象に行われた
　「薬物乱用防止教室」。

　

教
室
で
は
、石
狩
湾
新
港
地
域
に
あ
る
石

狩
出
張
所
の
佐
藤
信
治
統
括
審
査
官
が
税
関

の
役
割
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。続
い
て
新
千

歳
空
港
に
拠
点
を
お
く
密
輸
対
策
企
画
室
の

佐
々
木
健
介
監
視
官
と
芳
賀
龍
斗
ハ
ン
ド

ラ
ー
が
、麻
薬
探
知
犬
を
交
え
た
水
際
対
策

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

終
了
後
、「
大
切
な
の
は
一
人
一
人
が
薬
物
を

求
め
な
い
こ
と
。本
当
は
麻
薬
探
知
犬
の
活
躍

が
減
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
の
で
す
」。そ
う

語
っ
た
佐
々
木
監
視
官
の
言
葉
が
、深
く
心
に

残
り
ま
し
た
。

▼麻薬探知犬・ソーン号が、9人の生
徒が持つバッグから不正薬物の臭
いが染み込んだものを当てる試技
を披露。キャリア6年のベテランら
しくたちまち嗅ぎ分け、“おすわり”
をして知らせると、生徒たちからは
大きな拍手が湧き起こりました。

20歳未満への拡大が深刻化

中学生が学んだ
不正薬物ゼロへの取り組み
6/5、花川南中学校は函館税関の職員を講師に招き、「薬物乱用
防止教室」を開催。不正薬物の恐ろしさを学び、麻薬探知犬のデ
モンストレーションには生徒も参加。不正薬物ゼロを目指し、水際
で食い止めようとする税関職員たちの強い思いを共有しました。

ハンドラー
芳賀龍斗さん

遊び大好き♪

好奇心も旺盛な

オーストラ
リア生まれの

ラブラドール
レトリバ

ー

函館税関小樽税関支署石狩出張所☎64･6797問

検挙者数と全世代に占める割合がともに増加傾向に。

※「検挙者数」は出典では「検挙人員」
出典：警察庁、厚生労働省、海上保安庁（厚生労働省集計）調べをもとに編集部作成

20歳未満の大麻事犯

H30年

434人

11.5％

R1年

615人

13.5％

R2年

899人

17.1％

R3年

1,000人

17.3％

R4年

917人

16.5％

R5年

1,246人

18.6％
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全検挙者数に占める
20歳未満の割合（％） 不正薬物とは大麻や覚

醒剤、ヘロイン、コカイ
ンといった私たちの健
康を損なう薬物のこ
と。その脅威から地域
を守るため、私たちは
チームとなって日々最
前線で戦っています！


